あなたがた。 とちゅうで おあいに なりませんでした 

ゝ o _ 

力 」 

つばめ はなん にもし りませんでした。 けれどもこう 

のとり は、 しきりと かんがえて いました。 そしてな が 

いくび を、 がってん、 がってん させながら、 こういい 

ました。 

「そうさね、 わたし はしって いると おもうよ。 それ は 

ね、 エジプトから とんで くると ちゅう、 あたらしい 船 

にたく さん、 わたし は 出あった の だが、 どの 船に もみ 

んな、 りっぱな ほばしらが 立って いた。 わたし はきつ 

と、 この ほばしらが、 おまえさんの いう もみの 木 だと 



を ふるわせながら たずねました。 「ねえ 〔# 「「ねえ」 は 

底本で は 「ね 「え」 r それから、 どうしたの ご 

「うん、 それから どうした か、 ぼくたち はしらな いよ 

とにかく、 あんなき れいな もの は、 ほかで は 見た こと 

がない ね ご 

「ああ、 どうかして、 そんな はなばなしい 運が めぐつ 

てこない かな あご と、 もみの 木 は、 とんきょうな 声 を 

あげました 「それ こそ 白い 帆 を かけて、 とおい 海 を こ 

えてい くよりも、 ずっとよ さそう だ。 ああ、 いきたい 

な。 いきたいな。 はやく、 クリスマス がくれば いいな 

あ。 わたし はもう、 去年、 つれていかれた 木と おなじ 



んが えつめ たので、 からだの かわが、 いたくな り まし 

た。 ちょうど、 にんげんが、 ずつうで くるしむ ように 

木に とって は、 この かわの いたいの は、 かなり こまる 

びょうきな のでした。 

さて、 ろうそくの あかりが つきました。 なんという 

かがやかし さなので しょう。 なんという りっぱ さなの 

でしよう。 もみの 木 は、 うれし まぎれに、 枝と いう 枝 

を ぶるぶる させました。 そのため、 いつぼん のろう そ 

くの 火が ゆれて、 あおい 葉に もえうつりました。 おか 

げで、 かなり こげました。 

じ ±* つ 

「あぶない わご と、 お嬢さん たち はさ けんで、 あわ 



て ある 金 紙の 星が、 うまく てんじょうに しばりつけて 

なかったら、 きっと 木 は、 あおむけに ひっくりかえさ 

れ たこと でしよう。 

こどもたち は、 もぎ 取った りっぱな おもちゃ を、 て 

ん でんに もって、 おどり まわりました。 ですから たれ 

ひとり、 もう 木 を ふりかえって 見る ものはありません 

でした。 たった ひとり、 ばあやが、 木に つけて あった、 

いちじく やりん ご を、 こどもたちが とりのこして いや 

しない かとお もって、 枝の なかに 首 を さしいれて、 の 

ぞ き- J んだ だけでした。 

「おはなし してね、 おはなし してね ご 



こどもたち はそう さけんで、 ずん ぐり した ひとりの 

小さい 人 を、 木のと ころへ ひっぱって いきました。 そ 

の 人 は、 木の下に 腰をおろして こういい ました。 

「よしよ し、 こうして いれば、 みなさん は みどりの 森 

のなかに いるよう な もの だ。 だから、 この 木 もうれ し 

がって、 おはなし をき くだろう。 だが おはなし は ひと 

つ だけ だよ。 * ィゥェ デ • アウエ デの おはなし をし よ 

うかね。 それとも、 だんだんから ころげおち たくせに 

しゅっせ おうじょ 

うまく 出世して、 王女 さま をお よめさん にした、 でつ 

くり もつ くりさん のお はなし をしょう かね ご 

* ィゥ ェデ、 アウエ デ、 キゥ ェデ、 カウ ェ 



デ I というよ うに つづく ことば あそび。 

「ィ ゥェデ • アウエ デご と、 五六 人の こどもたち はさ 

けび ました。 すると ほかの こどもたち は、 「でつくり 

もつ くりさん ごと さけびました。 みんなが そう やって 

くちぐちに、 わいわいい いたてる ので、 がやがや、 が 

やが や、 おおさわぎに なりました、 けれども、 もみの 

木ば かり は、 だまって こうお もっていました。 

「わたしに は、 そうだんして くれないの かしら。 わた 

し は、 このお なかまで はな いのかしら ご 

なるほどお なかまに はちが いないの です。 けれども 

もみの 木のお やくめ は、 もう すんで いました。 



やがてい まの 人 は、 だんだん を ころげおち たくせに、 

出世して、 王女 さま をお よめさん にした、 でつくり もつ 

くりさん のお はなし をし ました。 おはなし がすむ と、 

こどもたち は、 ぱちぱ ち 手 をた たいて、 

「も ひとつして、 も ひとつして ご と、 さけびた てまし 

た。 こどもたち はィゥ ェデ. アウエ デの おはなし もし 

て もらいたかった のでした が、 でつくり もつ くりさん 

のお はなし だけで、 がまんし なければ なりません でし 

た。 もみの 木 はび つくりし たような、 それでいて、 か 

んが えこんで いるよう なよう す をして いました。 だつ 

て、 森の .It たち は、 そんな はなし は、 ちっとも してく 



おもちゃ だの、 金の くだもの だので、 かざられ るの だ 

と 思って、 もみの 木 は ぞくぞくして いました。 

「あした はもう ふるえない ぞ。 こんなに りっぱに なつ 

たの だから、 うんと うれしそうな、 とくいら しいかお 

をして いよう。 きっと また、 でつくり もつ くりさん の 

おはなし をして もらえる だろう し、 ことによ つたら、 

ィ ゥェデ • アウエ デの おはなし もして もらえる かもし 

れな いご 

こうして もみの 木 は、 じっと ひと^じゅう かんがえ 

あかしました。 



〔# 「ひょろひょろ」 は 底本で は 「ひよ ろよ ひろ 匕、 出る と 

き、 むつく りで つくり 、 と、 いうよう なと ころに 

いたんで しょうご 

「どうも、 そんな 所 は 知らないね ご と、 もみの 木 はい 

いました。 「けれど、 森の ことなら しってい るよ。 そ 

こで はお 日 さまの 光 はよ く あたる し、 鳥が うた をう 

た つ ている よご 

それから もみの 木 は、 じぶんの わかかった ときの こ 

と を、 すっかり はなしました。 小ね ずみ は、 これまで 

に、 そんな こと を ちっともき きませんで したので、 め 

ずらしが つてき いていました。 それから あとで こうい 



ひ き 

そうに、 その 枝の さき は、 がさがさに 乾から びて、 黄 

いろくな つてい ました。 そして、 じぶん はにわの す 

みつこ 〔# 「すみつ こ」 は 底本で は 「すみこつ 匕 で、 雑草 

きんが み 

や、 いばらの なかに、 ころがされて いました。 金 紙の 

星 はま だ あたまの てっぺんにつ いていました。 そして 

その 星 は、 あかるい お 日 さまの 光で、 きらきら かがや 

いていました。 

ところで、 そのと き、 にわに は、 あの クリスマスの 

晚、 この 木の まわり を とびまわった、 けんきの いいこ 

どもた ちが、 あそんで いました。 すると ひとり、 いち 

ばんちい さい子が かけて きて、 いきなり 金の 星 を、 も 
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